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東
北
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
与
え

大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
「
東
日
本
大

震
災
」。
発
生
か
ら
ま
も
な
く
３
カ

月
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
登
米
市
で
は
３
月
　
日
と
４
月
７

１１

日
の
地
震
に
よ
り
２
度
の
停
電
や
断

水
が
発
生
。
通
信
網
の
遮
断
に
よ
り
、

家
族
の
安
否
確
認
や
情
報
の
入
手
が

困
難
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
飲
料
水
や
食
材
の
確
保
、

物
資
の
確
保
の
た
め
、
給
水
所
や
販

売
店
に
長
蛇
の
列
が
で
き
る
な
ど
、

大
規
模
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
断
絶
は

市
民
の
生
活
に
大
変
な
影
響
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　
未
だ
東
北
地
方
は
、
大
き
な
余
震

が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
、
引
き

続
き
警
戒
が
必
要
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
の
体
験
か
ら
、

今
後
、
家
族
や
地
域
で
備
え
て
お
く

べ
き
事
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
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大
規
模
停
電
時
は
す
べ
て
の
情
報
が
遮

断
さ
れ
、
地
震
の
概
要
や
市
の
対
応
、
生


通
信
網
の
不
通
に

　
備
え
家
族
内
で
再
確
認

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
停
電
お
よ
び
回

線
や
中
継
局
の
損
壊
に
よ
り
、
固
定
電
話

や
携
帯
電
話
ま
で
も
長
時
間
の
不
通
状
態

が
続
き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
災
害
時
の
安
否
確
認
や
避

難
場
所
の
連
絡
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
は
ず

の
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
1
7
1
）」や

「
災
害
用
伝
言
板
」
な
ど
も
、
利
用
で
き
な

い
と
い
う
状
況
に
な
り
、
大
変
不
安
な
思

い
を
し
た
と
い
う
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
携
帯
電
話
や
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
、

災
害
時
に
非
常
に
有
効
な
通
信
手
段
で
す

が
、
今
回
の
よ
う
に
使
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
「
避
難
場
所
は

○
○
小
学
校
」「
必
ず
書
置
き
を
残
す
」

な
ど
、
震
災
発
生
時
の
安
否
確
認
方
法
や

集
合
場
所
な
ど
を
、
再
度
家
族
で
話
し
合

い
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

地震災害への備え
特 集


地
震
に
関
す
る
正
し
い

　
情
報
を
知
る

活
情
報
な
ど
の
収
集
が
非
常
に
困
難
に
な

り
ま
す
。

　
今
回
の
震
災
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｆ
Ｍ
や
Ｈ

＠
！
Ｆ
Ｍ
な
ど
ラ
ジ
オ
放
送
が
大
変
役
立

つ
情
報
収
集
手
段
と
な
り
、
そ
れ
を
受
信

す
る
乾
電
池
式
の
携
帯
用
ラ
ジ
オ
も
大
変

重
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
各
家
庭

で
も
、
震
災
な
ど
非
常
時
に
備
え
、
携
帯

用
ラ
ジ
オ
を
常
に
身
の
回
り
に
用
意
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
に
よ
り
、
流
通

が
遮
断
さ
れ
た
生
活
を
送
る
な
か
で
は
、

生
活
物
資
は
大
変
重
要
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
備
蓄
の
重
要
性
に
つ
い
て
痛

感
し
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
震
災
を
教
訓
に
、
改
め
て
食
糧

や
生
活
必
需
品
な
ど
の
備
蓄
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
左
記
は
、
災
害
の
時
必
要
と
思
わ
れ
る

物
資
や
備
蓄
品
で
す
。
家
庭
で
の
備
蓄
の

際
の
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

飲
料
水

　
　
家
庭
で
必
要
と
す
る
量
を
最
低
限
約

　
　
3
日
分
用
意
し
て
お
く
。
ま
た
給
水


定
期
的
に

　
生
活
必
需
品
を
備
蓄

　
　
に
使
用
す
る
た
め
、
バ
ケ
ツ
や
タ
ン

　
　
ク
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
ト
イ
レ
用
に
湯
水
を
一
晩

　
　
置
い
て
お
く
の
も
有
効
で
す
。

　

携
帯
食
料

　
　
ビ
ス
ケ
ッ
ト
や
レ
ト
ル
ト
食
品
、
イ

　
　
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
、
保
存
期
間

　
　
が
長
く
、
調
理
不
要
ま
た
は
お
湯
だ

　
　
け
で
調
理
で
き
る
も
の
。

　

懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ

　
　
電
池
の
買
い
置
き
も
忘
れ
ず
に
。
災

　
　
害
時
に
、
電
池
を
買
い
求
め
る
こ
と

　
　
は
非
常
に
困
難
で
す
。
手
回
し
式
の

　
　
充
電
器
や
乾
電
池
式
の
充
電
器
な
ど

　
　
も
あ
る
と
便
利
で
す
。

　

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
や
ボ
ン
ベ

　
　
停
電
に
な
る
と
、
電
気
を
使
用
す
る

　
　
Ｉ
Ｈ
調
理
器
な
ど
は
使
用
で
き
な
く

　
　
な
り
ま
す
。
簡
易
な
調
理
に
使
え
る

　
　
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
や
そ
の
燃
料
を
常

　
　
に
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

薬
・
生
理
用
品
な
ど

　
　
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
持
病
の
薬
や
バ

　
　
ン
ソ
ウ
コ
ウ
、
体
温
計
、
は
さ
み
、

　
　
か
ぜ
薬
な
ど
応
急
処
置
が
で
き
る
程

　
　
度
の
医
療
品
。
生
理
用
品
な
ど
、
各

　
　
家
庭
に
合
わ
せ
て
必
要
と
な
る
も
の
。

　
　
　
ま
た
、
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
で
は
、

　
　
紙
オ
ム
ツ
、
ミ
ル
ク
、
哺
乳
ビ
ン
な

　
　
ど
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

下
着
・
衣
料
品

　
　
重
ね
着
の
で
き
る
衣
類
や
毛
布
、
下

　
　
着
類
、
靴
下
、
軍
手
、
雨
具
な
ど
、

　
　
お
も
に
寒
さ
対
策
が
で
き
る
も
の
を

　
　
中
心
に
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
発
生
時
、
市
で
は
全
力
を
あ
げ
て

災
害
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
し
か
し
、

「
電
話
の
不
通
」「
道
路
や
建
物
の
損
壊
」

「
同
時
多
発
す
る
火
災
」
な
ど
の
悪
条
件
が

重
な
る
と
、
十
分
な
対
応
が
出
来
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
緊
急
災
害
の
時
こ
そ
、

自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
守
っ
て

い
く
と
い
う
心
が
ま
え
が
必
要
で
す
。

　
実
際
今
回
の
震
災
で
は
、
隣
近
所
の
安

否
確
認
や
被
災
状
況
の
情
報
収
集
、
避
難

所
の
運
営
な
ど
「
自
主
防
災
組
織
」
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
ご
と
に
防

災
訓
練
な
ど
を
実
施
し
災
害
に
備
え
て
き

た
結
果
だ
と
い
え
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
綿
密
に
行
い
、
定
期
的
な
訓
練
や
話

し
合
い
に
加
え
、
地
域
全
体
が
交
流
し
、

お
互
い
の
理
解
を
深
め
て
お
く
こ
と
も
、

災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
備
え
の
一
つ
と

い
え
ま
す
。


災
害
時
に
頼
り
に
な
る

　
地
域
の
力


